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実験フロー

通園時に紙おむつを持参 市による回収 ＳＦＤシステムで燃料化

★感染予防効果 ★サービスの向上 ★ごみ減量

保育園を通じた使用済み紙おむつ回収は、国内初の試み
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実 験 概 要

★実験場所

十日町市小泉1138－1 高城沢重機保管庫

★実施期間 平成26年6月3日～7月1日（21日間）

★実験に使用する装置 紙おむつ燃料化装置（SFDシステム）

処理日量 Max150㎏／日

W＝3200㎜、D＝2000㎜、H＝2406㎜

脱臭装置：内蔵型／ブロア：内蔵型／排出装置：取付式

消費電力220kwh／日

★実験にかかる経費

• 3,454千円

• 【経費内訳】

• 燃料化装置レンタル料（30日） 1,836,000円

• 小型ペレット成形機レンタル料（14日） 432,000円

• 回収ボックス（29コ） 130,960円

• 発電機レンタル料 222,318円

• 発電機用軽油（2,333ℓ） 354,776円

• 発電機動力電源配線工事 57,240円

• 紙おむつ回収及び機械投入作業賃金 202,740円

• 焼却灰分析（ダイオキシン類）手数料 194,400円

• その他消耗品（ペレット保存袋など） 23,102円

• 合 計 3,453,536円
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実験結果

市内保育園２３園の回収量と燃料化量
単位：ｋｇ

（注）ペレットはフラフの内数

回収期間（21日間）
6／3～7／1

回収量等 製造量

紙おむつ

実回収量

SFDへ

投入量 フラフ ペレット

合 計 6,240 3,120 941 260

日平均 297 149 45 25～30

使用済み紙おむつの重量

製品の性能や使用者の使用状況等によって異なる

回収した幼児用紙おむつは、10個で1.1kgであった

※幼児用 使用前重量39ｇ 使用後110ｇ 2.8倍（約3倍）
※乳幼児用 使用前19ｇ 使用後50.6ｇ 2.7倍（約3倍）
※介護用パット 使用前（レギュラー）50ｇ 使用後350ｇ 7倍

使用前（夜用）120ｇ 使用後550ｇ 4.6倍（約5倍）
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使用済み紙おむつの組成

※一般的な構成比は、紙系（ティシュ＋パルプ）：20～40％、不織布＋高分子吸収材＋その他：60
～80％であることから紙系を30％、としてグラフ化したものである

使用済み紙おむつは、平均約70％以上がバイオマス由来の成分

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

介護パット(レギュラー）
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幼児用
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し尿

紙系

廃プラ等
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紙おむつ燃料化装置の検証

使用済み紙おむつからフラフやペレットができることが実証

●本体に脱臭装置が内蔵されており、300℃近い熱で臭気を焼却する。煙突からは、

臭気のない排風が出る

●稼働することによる汚水の発生はない

●実験の一般公開の際に実施したアンケート
【実験会場周辺の臭気について】
「多少気になる」 57％

「ほぼ気にならない」「まったく気にならない」 43％
【燃料化装置の音について】
「多少気になる」、「どちらとも言えない」 26％

「ほぼ気にならない」「まったく気にならない」 74％
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廃棄物なのか燃料なのか

●平成25年3月29日付け環廃産発第1303299号「行政処分の指針について（通知）」

再生後に自ら利用又は有償譲渡が予定される物であっても、再生前においてそれ自体は
自ら利用又は有償譲渡がされない物であることから、当該物の再生は廃棄物の処理である
（抜粋）

廃棄物Χ有価物と認められない限りは廃棄物として扱う

●平成25年6月28日付け環廃対発／環廃産発第1306281号「規制改革実施計画（平成
25年6月14日閣議決定）において」平成25年6月中に講ずることとされた措置（バイオマス
発電の燃料関係）について（通知）

→バイオマス発電燃料の廃棄物該当性の判断方法及び各種判断要素の基準等
①燃料の性状 ②排出の状況 ③通常の取扱い形態 ④取引価値の有無 ⑤占有者の意思

→「バイオマス発電燃料等に関する廃棄物該当性の判断事例集（平成25年3月27日）」

参考：有効利用が確実な建設系廃木材、家畜のふん尿及び下水汚泥に由来
する燃料Ҧ廃棄物に該当しない
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環境省は、平成22年に「廃棄物の減量その他その適正な処理に関する施策の総

合的かつ計画的な推進を図るための基本的な方針」の変更を行い廃プラスチック類

の取扱いについて「まず発生抑制を、次に再生利用を推進し、それでもなお残った

廃プラスチック類については、最近の熱回収技術や排ガス処理技術の進展、最

終処分場のひっ迫状況等を踏まえ、直接埋立ては行わず、一定以上の熱回収率を

確保しつつ熱回収を行うことが適当である。」としている。

更に！

生成物の焼却残渣検査結果：ダイオキシン類は検出されなかった
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エネルギーの地産地消

紙おむつペレットを継続的に製造、消費できれば、ごみの減量、焼却炉の延命化に加
え、エネルギーの地産地消と良好な熱源確保が図られる。

廃棄物となっている使用済み紙おむつが廃棄物固形
燃料（ＲＰＦ）になれば、経済効果やCO2削減効果が期
待できる有効な燃料となる
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